
避難を円滑に行うための対応策②

 薩摩川内市では、 PAZ内4地区における自家用車避難を円滑に行うため、対象となる住民へ避難

車両を識別するための「避難車両ｼｰﾙ」を配布。
 鹿児島県及び関係市町では、自家用車による避難誘導を適切に行うため、避難誘導のための案内

板を緊急時に避難経路上に設置。

 薩摩川内市は、地区ごとの避難経路図を作成し、薩摩川内市内の各戸に配布済。

 鹿児島県は、「原子力だより」等による広報活動を実施。「原子力だより」では，原子力防災の取組み
や川内原子力発電所周辺の環境放射線の調査結果などを紹介し，年３回程度発行。
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薩摩川内市が全戸配布している
避難経路図

原子力だよりかごしま
を年に３回程度発行
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